
　上越市立大手町小学校は、１９７７
年に文部省（当時）から研究指定を
受けて以降、生活科、「総合的な学習
の時間」（以下、総合学習）、さらに
それらを中心に据えた教育課程の研
究に取り組んできた。５回目の指定
（２０１２〜１６年度）となる現在の研
究テーマは、「真の〈自立〉と〈共生〉
を目指す教育課程の創造」だ。
　今回の指定を受けるにあたり、同
校は教育課程を枠組みから見直した。
まず、育てたい資質・能力を「探究
力」「情報活用力」「コミュニケーショ
ン力」「創造性」「自律性」「共生的な
態度」の６つに整理。それらの育成
のために、各教科の学習内容を大き
く６つの「領域」に再編した。
　まず、それまでの研究から、生活科
や総合学習に各教科を関連づけて指
導すると、子どもの学びが深まるこ
とが分かっていたため、「生活・総合」

を中核に据えた。その上で、算数・
理科は「数理」、国語や外国語活動は
「ことば」、音楽、図工、家庭科は「創造・
表現」、体育は「健康」に再編。さら
に、「共生的な態度」を育む「ふれあ
い」の領域を置いた（Ｐ．６図１）。
　２０１５年度は、資質・能力の中で
も「探究力」の発揮に重点を置き、
意欲や主体性、計画実行力などを促
す活動に力を入れた。研究主任の朝
井宜

よし

人
と

先生はその意図をこう語る。
　「子どもが探究力を発揮して問題解
決に向かう学習が成立すると、ほか
の資質・能力も触発されて学習内容
が深まりやすくなり、各領域の本質
に迫ることができます」
　４年生の活動例を通して、子ども
が学びに向かう姿を見ていこう。４
年生は、「生活・総合」で１年かけて
近隣の青田川に関する探究的な学習
に取り組む。これに関連づけ、「数理」
の「長さ」の単元では、「青田川の長
さを測る」という課題を設定した。
　「子どもたちは『生活・総合』の学
習を通して青田川への関心が高まっ

ているため、『どうすれば川の長さを
測れるか』と問いかけると、『方法を
考えてみよう』など、主体的に取り
組み始めました」（朝井先生）
　この活動では、まずグループや学
級で話し合い、「１分間に約７０m歩
ける」という単位を基に測ることが
決まった。そして、「１５分間で歩け
た距離は地図上で２㎝」ということ
を調べ、地図上の川の長さを糸で測っ
て、実際の川の長さを導き出した。
　「探究力や情報活用力、コミュニ
ケーション力といった資質・能力を
発揮しながら、単元のねらいである
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資質・能力の育成を目指した
独自の教育課程を全校体制で開発

教諭

朝井宜人
あさい・よしと
研究主任。学校・地域・
保護者が一体となって子
どもを育む大手町小学校
の教育課程の大ファンで
もある。

教頭

藤本高雄
ふじもと・たかお
教諭・主幹教諭としても大
手町小学校に勤務。その
際、同校の子ども観、教
育観に魅了された。

校長

笠原　正
かさはら・ただし
モットーは、「本校の『子ど
も中心主義』を貫く教育
風土の継承を使命と自覚し
て教育活動を進める」

カリキュラム編成の考え方

６つの資質・能力を
６領域のカリキュラムで育成

実践事例１

新潟県　　上越市立大手町小学校
文部科学省の研究指定校である上越市立大手町小学校は、６つの資質・能力の育成を目指して、
従来の教科を大きく見直し、教育活動を「生活・総合」を中心とする６領域に再編した教育課程を開発した。
ここでは、同校での教育課程の編成プロセスや実践内容を見ていく中で、
次期学習指導要領におけるカリキュラム・マネジメントのあり方を考えていきたい。

http://www.ohtemachi.jorne.ed.jp/
http://www.ohtemachi.jorne.ed.jp/


生活手段を創造し、獲得できる知恵のある子ども
強靱で柔軟な心をもち、温かい人間関係をつくれる子ども
困難に打ちかつ気力・体力のある子ども

•
•
•

教育目標

学校・家庭・地域の同軸化

重点目標

自ら学び、共によりよく
生きようとする子ども

６つの資質・能力

内省的な思考

学びの時間

基礎・基本（国・算・社）

探究力、情報活用力、
コミュニケーション力、

創造性、自律性、共生的な態度

論理的に思考しながら、
問題解決していく態度
をはぐくむ

数 理
言葉を使って、自分の考え
をまとめたり、人とかかわっ
たりしていく態度をはぐくむ

ことば

よりよいものを創り出
しながら感性を磨い
ていく

創造・表現
健康で心豊かな生活
を自ら築きあげていく
態度をはぐくむ

健 康

主体的に探究しながら、
よりよい自分の生活を創
っていく態度をはぐくむ

生活・総合
他者とのかかわりの
中で、豊かな心情を
はぐくむ

ふれあい

単位量や関数の考え方を身につけて
いきました」（朝井先生）
　さらに、「ことば」の領域では、一
連の青田川の活動で感じたことを基
にグループで連詩を創作する活動を
行い、単元のねらいである言葉の働
きや表現技法などの学びを深めた。
　それらの学びの基盤となるのが、
「ふれあい」の領域で育まれる「共生
的な態度」だ。これは、人間関係形
成力や協調性などで構成され、遠足
やマーチングバンドなどの体験活動
の前後に、友だちとのかかわりを振
り返る言語活動を通して育んでいる。

　同校の教育課程は活動中心である
ことが大きな特徴だが、すべての単
元でダイナミックな活動や展開をし
ているわけではない。領域によって
は、内容に応じて教科書教材を用い
た授業を行っている。
　また、６領域のほかに、漢字や計
算の習熟などを行う「基礎・基本の
時間」を設けている。社会科の内容

は基本的に「生活・総合」で扱うが、
６年生の歴史分野は活動に関連づけ
るのが難しかったため、「基礎・基本
の時間」に組み込んだ。なお、研究
指定を活用して柔軟なカリキュラム
編成を行い、図工や家庭科などの実
技教科では内容の精選も行っている。
　さらに、子ども自身が６領域の学
びを関連づけて捉えられるよう、毎
日の帰りの会に行う「学びの時間」で、
その日の学習内容を振り返って文章
化する。１～３年生は連絡帳に記入
して、担任が共感や助言、励ましの
言葉を書いて保護者とも共有。この
積み重ねにより、子どもは自分の言
葉で書き表す喜び、伝える楽しさ、
学びを振り返る面白さを感じ取って
いく。４～６年生は、貼ったりはが
したりできる「学びのシール」に気
づきを書きためていき、１か月ごと
に読み返して整理し、身についたこ
と、気づいたこと、今後学びたいこ
となどを文章にまとめる。
　「各領域の学びを見つめ直し、意味
づけや関連づけをして、学びを広げ
たり深めたりしています。この振り
返りを通して、子どもたちは内省的

な思考を深めていきます」（朝井先生）

　資質・能力の育成と各教科の学習
内容を一体化させた活動を行うため
には、教員にカリキュラムを構想す
る力が重要となる。藤本高雄教頭は
次のように説明する。
　「教員には経験の差があり、１人で
活動を構想するには限界があります。
そこで、各自が力をつける努力をす
るとともに、カリキュラム・マネジ
メントを組織的に行っています」
　同校では、全教員が「単元・活動」
「年間カリキュラム」「６年間の教育
課程」の３つの部会のいずれかに所
属し、全校体制でカリキュラム・マ
ネジメントを進めている。
　「単元・活動部」では、日々の子ど
もの見取りと授業改善の方法の開発
を行う。どんな姿が見られた時にど
の資質・能力が発揮されたのかを明
確にして、探究を促す対象や学習過
程を検討し、事例を蓄積する。
　「年間カリキュラム部」は、年間カ
リキュラム作成の中心を担う。各領
域で育みたい６つの資質・能力の指
標を低・中・高学年ごとに示し、学
習内容や活動を検討して、「カリキュ
ラムベース」を作成する（図２）。
　「『カリキュラムベース』を基に、
４月に教員がアイデアを出し合い、
年間のカリキュラムを検討します。
この段階でいかによい案を出せるか
が重要になります」（藤本教頭）
　そして、上越市共通のフォーマッ
トを用いて、６領域ごとに１年間の
単元・活動の流れを示した「視覚的
カリキュラム」を全学年分作成する。
さらに、１年間を５期（４〜５月、６
〜７月、９〜１０月、１１〜１２月、１
〜３月）に分けて、各期末に全教員
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図１ 大手町小学校グランドデザイン「６領域＋学びの時間」による教育課程

＊大手町小学校提供資料を基に編集部で作成

教科との関連と学びを深める工夫

毎日学んだことを振り返り、
内省的な思考を促す

校内組織体制

全校を挙げて組織的に
カリキュラムを編成



による振り返り検討会を実施。ここ
で出た内容を基に、必要に応じて次
期の活動内容の変更や調整を行う。
　「子どもの反応などを見た上で、年
度の途中でカリキュラムをガラリと
変えることも珍しくありません。そ
うしてＰＤＣＡサイクルを回すことが、
カリキュラム・マネジメントである
と捉えています」（朝井先生）
　「６年間の教育課程部」では、学期
ごとに教育活動の自己評価を行うほ
か、児童・保護者へのアンケート（年
２回）に、地域住民や外部の有識者、
さらに授業公開での参加者からの意
見も加えて、改善点を見いだす。
　さらに、日々の実践を共有して継続
的な改善を進めるために、管理職と
研究主任、各学年１人が参加する「研
究推進委員会」を毎週開催している。
　「研究推進委員会は、各学年の担任
が提案する活動のアイデアに対して
助言したり、共に検討したりして、
資質・能力をより引き出せる活動を
一緒に探っていきます」（朝井先生）

　教員は、子どもの姿から資質・能
力の高まりを感じ取っている。
　「活動中は、夢中になって対象に向
き合い、自分から考えて、友だちと
一緒に進めようとする姿が見られま
す。その積極的な姿勢には、他校の
先生も驚かれます」（朝井先生）
　文部科学省「全国学力・学習状況
調査」の結果も良好で、資質・能力
とともに、教科学習の内容も定着し
ていることがうかがえる。
　「子どもの姿から、カリキュラム構
築力や子どもへの理解力など、教員
の成長も感じます。その背景には、
教師は子どもの『やりたい！』を引
き出す存在、という教師観が伝統的

にあるからだと思います」（藤本教頭）
　また、保護者にも子どもの資質・
能力の育ちが分かりやすく伝わるよ
う、通知表を資質・能力別に示すな
どの工夫をして、同校の教育課程へ
の理解を深めてもらっている（図３）。
　「今年度で研究指定が終了するた
め、２０１７年度は領域から教科に戻し、
学習指導要領に沿った教育課程に再
編します。その中でも、能動的・協
働的な学習を通して、子どもの資質・
能力を育む教育課程の編成・実施に
挑戦したいと思います」（藤本教頭）
　その際にも、「生活・総合」「ふれ
あい」は継続し、今後も探究力の発

揮を促して各教科の本質に迫る教育
活動を、同校のカリキュラムの軸に
したいと考えている。笠原正校長は、
今後の展望を次のように語る。
　「これまで本校が研究と実践を進め
てきた汎用的な資質・能力の育成や
カリキュラム・マネジメントは、次
期学習指導要領の大きな柱として示
されたことから、今後、同様の研究
と実践が全国で進んでいくと考えら
れます。次年度以降、本校ではさら
に研究と実践を深めるとともに、現
状の課題を整理し、次期学習指導要
領の先を見据えて、新たな研究に取
り組みたいと考えています」
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今から考えるカリキュラム・マネジメント第１特集

図２ カリキュラムベースの例（「生活・総合」）　

＊大手町小学校提供資料をそのまま掲載

図３ 通知表での学習評価の例

＊大手町小学校提供資料をそのまま掲載

成果と課題

資質・能力の高まりとともに
教科学習内容の定着も進む


